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生絲の物理的性質の研究（第一報）

生絲の密度及び彈性率に就て

窪田潤

1．序　　　言

　生綜は織物繊維中最も物理的性質の勝れるものと言はれて器るが其の物理的性質そのものに

封する研究は金騰類のそれに比較し遙かに及ぱざるを痛切に感するのである。之れ該方面に於

ける研究者の責任にありと雷ひ得るであらうが叉一面生綜のみならす一般動植物繊維類の濫漁

度に依つて影響されるごとが極めて大であり且つ之等の繊維は極めて繊細にして取扱不便であ

り，而かも各部分により共の太さ及び密度を異にするを以て實験試料の調製甚だ困難なるに原

因するものと考へられる。著者は之等の事情を考慮し種ノ曜1：究せる所を順次獲表すべく先づ生

綜の密度及び弾惟率を報ぜんとするものである。

瓶生縣の密度
　生継の密度に就ては既に…多くの入々により測定されてゐる。　Vignon氏は］3ianchi氏フK銀

比重計を以つて測定して日本産生綜に就て1．152佛國産生綜に就て1，139伊太利産生縣に就て1．

101支那贋東薦生継に就て1．163なる値を得ており」ζ水銀の代りにわe11痂〕eを用ぴて？1！11定し1．

33を得て誇る。Robi1ユe七氏は絹綜腺中から液歌絹を探つて以て室氣の含有量の少い歌態のもと

に測定して1。367を揚げて訟る叉最近田角氏は慧児の絹綜腺の比重を測定してユ．0－1．1の値を

得てゐる。術3ζHassack氏は1．36をPersoy氏は1．357をMt　Uer氏は煮沸法に依つて室i氣

を排除して1・361を得ておる。元來生綜の如く極めて多孔性1．）ものにして吸灘性大E「Jち常態で11

％内外の水分を含むのみならす室氣或は興の他の瓦斯休等をよく吸牧するものにあつては之等

のものの排除を完全にせる後測定するにあらざれば其の正確を期する課に行かぬのである。

從つて測定方法の如何により異なる結果を生するは止むを得ぬことであらう。水銀による測定

値が他のよく生糸織維内に浸潤する物質により測定せる値に比して20蓄内外Q低値を呈するは

比重測定の誤盤は主として繭懸のPorosi七yに基くことを示すものである。叉生綜は種類に依

つて興の密度を異になすものであり。同一繭綜に於ても各部分に依り異なるものである事は他

の諸性質の相異から容易に考へられることである。著者は繭綜の外暦より内屈に渉つて浸水法

により密度の調査iをせり。一例を揚ぐれば）f〈の如くである。

第　　一・　表　（國獄日一號×國獄支四號）

外

暦

↓

繭　　　　　　暦　　　繊　　度

　mm　denierO　　　－112．5　　　　　　　　 4．（D昆

112．5－225．0　　　　　　　　　　　4．08

225．0－337．5　　　　　　　　 3．tJ5

比　　重

1，20

1．22
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内

暦

337。S－4SO．O

d50。0－一・562．5

562．5－675．0

675．0－787．5

3．42

3．20

3、00

2．14

工．23

工。2d

．L25

1。2d

S…生綜の比重
W…生綜の重量
P…液体を充せる比重瓶の重鼠

Pム・・生縣と液体とを充せる比魚瓶の窟量

S…液体の比重

　上式中のS帥ち液休には蒸溜水を用ひたのであるから膨化による誤差が考へらるNのである

が著者が強いて蒸溜水を用ひた理由は含水歌態にある生綜を其のまN取扱ひ得ること．水の蒸

磯緩慢なること、水の比重の測定の勢を省き得ること、操作比較的容易なること等にカliへて既

に水により測定せる幾多の例が存在する放である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　此の直接比重を測定せる上記の値を吟味する爲に他の全く異れる聞接測定法による結果を掲

げて見よう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　二　　表　（國鷲日一號×國懲支四號）

繊慶デニール（A）

外

暦

↓

内

暦

D
5．0

4．5

d．0

3．5

3．0

2．5

蟹際面積李方P
　　（B）

578．0

499．5

423．5

359．5

308．5

2d7．5

同鋼’1デニール軍方糎
　　　（C）

0．000001156

0。OOOOOIIIO

O．00000ユ059

0．OOOOOloca7

0，00UOO1028

0。OOOOOO990

上ヒ　重（D）

域1獄敵ヒ號×國獄焚ヒ號

0．961

1．001

コ，Od9

1．082

1．081

1．122

繊度デニール（A）

外
暦

↓

内

D
4．5

d．0

3、5

3。0

2．25

賓際面績李方1↓
　　（B）

366，0

299，0

245．7

207．0

151。0

同謝1デ昌閃ル準方糎
　　　（G）

0、000000913

0．OOOOOO748

0，000000702

0．000000691

0。oooooe6n

比　　重（D）

工．ga　t7

1，d85

1．583

1．621

1．657

　第二表の（A）（B）の列はEl本獄綜學難誌第二雀第一號に曾て林、荻原爾域の報告せる結果であ

り（C）及び（D）列は（A）（B）数値より計算し碍た勲値である。第一一表、第二表に於て明かなる如

く生綜の密度は品種及び綜の部分により異るものであり、而かも外暦より内騰に到るに從って

密度の糟加するを認むるのである、最近の田角氏の調査によると同一絹綜腺に於ても共の部分

により比重を異にし前部懸腺の比重最大にて中部綜腺これに亜ぎ後部綜腺の比重最小であると

の結果に比して極めてよく符合するのである。渡鰻博士の調査に依つても明かなる如く繭暦の

sericin量は外暦に多く内暦に少く其の溶解量外暦は内暦より大なるも爾生懸としてのsevicin

最は外層に多く内rs“　tc少いo故に密度の・蕊異は轡度の比較的大なるsel’fi　Cill量の多少のみに依

るものでなく飾roinの密度も亦部分により異なるのではないかと考へらる。斯くの如く生綜

の密度は一定のものに非ざ溜故に精密なる實瞼材料は豫め密度を測定し置くを必要とする。依

つて著者本實験用生綜國慧支四號×國鑓日一號に就き前記の浸水法を以つて測定して1．35を得

たり。

II工生練の揮性寧
蝕に云ふ揮性華は通常Youngs　moclulusと言はれておるものであつt　FJeq性限度内に於ける



70　　　　　　　　　　　　　　蹴　　　練　　　離　　　灘　　　誌　　　　　　　　　　　　〔第五巻

芸絡を示すものである、肌P鰍繍｝・カ・へ勧A鰍淋醐醸」は料綜帳さdl　lak

Pの爲に生じた歪である。
之刎鞭率は生繰の如き繊糸㈱鞭あつては岡販度（m・・1・・1us・f醐価e的と呼・雪坊が愛當で

あるとは棚橋技師に依つて既に唱へられてゐる所である。而して弾性率の次定には此等諸量の

測定を必要とするのであるが生綜の如きものにあつてはAの測定が容易でないのである、此の爲

に弾性率の決定が叉困難である。棚橋技師等が生継の如く繊慶を異になすものにあつては一定

の標14f茎で表はす必要があるとして此の標準に0．OOOlgr・の重量を用ふることをll昌へたのも此庭

に原因があるのであると思ふ。

　（1）　生綜の弓軍性曲綜　　　　　　　　　．

　生赫は大氣の乾漁に依つて其の含水状態を異にするものである。而して含水量の蕪異に依つ

て輯性曲綜の欣態を異になすものであつて無水歌態に於ける測定は叉困難を俳ふものである。

故に著軒は之等物理的性質の調査にあたつて生赫が共の無水量のユ1％に相當すゐ水分を含有す

る歌態にあるものを標準として測定を行ふことSLた。一般にこの標準歌態にある生縣の弾性

限度は伸慶祖％－2％の閥に存在する。之に樹する封1denierの強力は1・0－2・091・である。

標準欣態にある本實瞼用生綜をcaOO本つつ纒めてserigyaphに依つて弾性1伏態を調査せるに切

断強力は封lclenier　3．5gr．之1ζ封する仲度は20．2％であつた。而して揮性限度に於ける蜀

1dθnier強力は0。967gr．伺1度は1．13％であつた。

　（2）　生綜の噺面積

　生綜の噺面積の測定法には實際に生綜の切断面をつくり之れを顯微鏡によb實測する方法及

び比重に依り亭均断面積を求むる法とがあるが生綜は一様の太さを有するものでなく部分部分

に依つて太さを異になすものである故に顯微鏡に依る断面積の部分的測定僚よりも後者比重に

よる平均蜥面積の方がPに封するAとして適當と渚へられる。本實駿用生綜（支四×日一）に就き

・・35を鵬A・｝に依つて鰍ナ次態にあ樹・d・・・…’の緬脚一・・・・・…8・6・皿2を得

た、故に標準状態にある即ち11％の水分を含む生綜lclenierの闘画積はO・　OeOOOO741em°”　’E’あ

る。此れを第二劫纈徴鏡により圏面を蜜際に測定せるものと比・鮫して見ると極めてよく一致

する檬である之に依つて見るに顯微鏡的測定値は各樋ヨ菓作を受けるにも拘らす面積上には何等

の攣化も受けぬもの玉檬である。

（3）騰の弓鞭率の値　　　　　　　　　．　　　　dl
　標準1伏態にある本實瞼用生綜の調1dellierの弧力自iJちPの値0・967gramに謝しては一1’”　＝＝

0。0113又封1dellierの蜥面積はA』．000000741Gユn2である故に弓軍性卒をEとすれぱ
　　　　　　　　E＝芸4－＝115．000．OOOg／cm2

　　　　　　　　　　　　　＝1．10「0　　　1ζg／mm

　　　　　　　　　　　　頴：1．640．000　1b！ill　ch

　1v．結　　　語

　生綜の密度の正確な測定は極めて困難である．爲に其の方法の差異に依つて各凌結果を異に

なすものである、殊に水銀による測定値は共の値が少ない、之れ生縣の多孔性に依るものであ

る、而して測定法としては不完杢とは言ぺ水に依る方法極めて容易であり其の結果も水銀に依

るもの等に比し遙に勝るものである。

騰の上瞳は，樋によ娯な賊同一，吊細嫡つても各部分によ曝なる・而かも夕曙より

内暦に到るに從つて比重増大する傾向がある様である。

生綜の1畢性限度に於ける張力が其の切断弧力に鋤する比は他の弾性物質例へば鋼鐵等に比す
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るに極めて小である。而して之の揮性率は各晶種により叉各部分により異なるものである。
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生綜の物理的性質の研究（第二報）

　　生縣の線膨脹係数に就て

窪　　　田　　　　潤

耳・緒　　言

　偶救著者は生縣の物理的諸性質の研究申生綜が温度に封し一般木材、金圏等が有する性質と

著しく異なるものあるに注意し之れが調i査を試みてほy“明かとなすを得たるを以て生綜め線膨

脹係藪に就てと題してこの小研究の域績を報告しようと思ふ。

II．理・　　論

　湘慶の攣化に依つて弓軍性卒の異なる如き物質は歪の塑化により濫度の攣化を伴ふものである

ことは周知のととである。今臨面積S長さZなる生綜を探り一端を圃定し他端にFなる力を加へ

dQなる熱を與へたときdlの攣化を起せりとせぱ熱力撃第一一Yk則に依り　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　dQ・　dtt‘十♂W

然るに　　・lw・一÷F・1

なり故に　　・Q－・ト÷Fal－・……………一・…（・）　　　・

・こ玉に漉‘は内部エネルギーである。

又4QをちFの攣数として表はせば


